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■計画の基本情報

R 4 ～ R 8

亀山市生涯学習計画に関する実績等報告書（令和４年度）

位置付け

　本計画は、教育基本法第１７条第２項の規定に基づく、地方公共団体の定める教育・
振興のための施策に関する基本計画として位置付けている。また、第２次亀山市総合
計画前後期基本計画との関連は、基本施策「学びによる生きがいの創出」と深く関わ
り、地域へ生かせる学びの展開などを補完するものである。

教育委員会事務局 生涯学習課

目的・概要

計画期間 年度

　学びの成果を地域に還元する「学びの循環」が、新たな産業や仕事の創出、子育て、
地域の安心安全、高齢者の見守り等の地域の課題解決に結び付いて、その結果として
の地域創生に向けて、一人ひとりが地域で活躍できることをめざすものである。

計画の骨格



■成果指標
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■計画の実績等

目標値現状値
実績値
（R4）単位

成果指標名

デジタル技術を活用した講座の開催数

「かめやまお茶の間10選（実践）」アンケートにおける取
り組んだと回答した保護者割合

「亀山っ子」市民宣言についてのアンケートにおける目
指す子ども像について実感があると回答した割合

回

％

20

70

30

8

52.0

今後の方向性

反省点・課題

取組実績

成果

総合計画
推進への
寄与度

・中央公民館及びかめやま人キャンパスの講座は、新型コロナウイルス感染症の影
響等もあり、9月に一部中止及び延期となったが、可能な限り学びの機会を提供す
るため、日程調整が可能なものについては延期して講座を実施した。なお、コロナ禍
において、オンライン講座等を実施してきたが、令和４年度については、かめやま人
キャンパス第１期の最終年度として、講座の内容の多くがフィールドワークであったこ
とから、デジタル技術を活用した講座の実施回数が１回となった。また、かめやま人
の認定を受けた方を対象に、フォローアップ講座を開催した。
・市内幼稚園・保育所において、家庭教育出前講座を開催した。また、子育て応援
メッセージである「かめやまお茶の間10選（実践）」の強化月間等に取り組んだ。

・コロナ禍においても、感染症対策を徹底し、学びの場を提供したことにより、かめや
ま人キャンパスでは、「森と水の守り人」、「まちのくらし人」、「まちの歴史人」各養成
講座を修了者７名をかめやま人として認定するなど、学びを通した生きがいづくりと、
地域課題の解決に取り組む人材の育成・確保につなげることができた。
・家庭での時間として、「かめやまお茶の間10選（実践）」の強化月間等に取り組む
ことで、改めて家族の大切さを考えるきっかけとすることができた。

・感染症対策を徹底し、様々な講座を実施することで、可能な限りの学習機会を市
民に提供することができ、基本施策「学びによる生きがいの創出」につながった。

　かめやま人の今後の活動を支援するため、行政関連部署や各関係団体と連携す
るとともに、かめやま人キャンパスの諸活動の発信を行う必要がある。また、令和５
年度より第２期かめやま人キャンパスとして、２つのコースを開講することから、各講
座の内容の更なる充実を図っていく必要がある。

　学びの情報の一元化やかめやま人キャンパスの充実、「かめやまお茶の間10選
（実践）」の普及啓発に努め、学びによる生きがいの創出を推進するとともに、ＩＣＴの
活用やSDGsなど新たな視点を盛り込んだ、「亀山市生涯学習計画」に基づいた取
組を推進する。
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